
昭和49年創立
◦（今年度4９期生入学）

学校規模
◦6クラス×3学年(生徒 710名)

授業
◦月～金 6時間・土曜授業あり（年間２０回）
◦土曜講習・サポートティーチャー

自習室 早朝6:40～夜18:00
特進クラス 2学年から１クラス

校 章
おほむらさき（国蝶）
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① 進学指導推進校

② 英語教育推進校

③ 理数研究校
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東京都から選ばれた進学校。

入学時から国公立大学を目指す
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オーストラリア短期語学研修

ＧＴＥＣ全員実施（１・２年生）

国際理解教育の推進

ＴＧＧ（Tokyo Global Gateway）
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グループによる活動
①調査方法を学ぶ

➝課題設定➝調査・分析・考察

②論理的な発表の方法を学ぶ➝発表
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個人探究 または 大学プログラムの参加
◦課題設定➝調査・分析・考察➝発表➝論文執筆
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１学年

２学年

３学年

基礎学力、志望分野の選択

学部・学科選択、第１志望の決定

夏に併願校調べ、冬に受験校の絞り込み



令和３年度4６期生の合格状況等
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令和４年度 学校説明会
入学者選抜詳細

昨年度の参考資料等

都立調布北高等学校
副校長 大塚 香



1. 出願はインターネットを活用して実施する。志願者が出
願サイトで志願者情報を入力。出願サイト上で受験票の
交付を受ける。

2. 推薦に基づく選抜は、1日で実施する。
3. 推薦に基づく選抜は、集団討論を実施しない。
4. 学力検査に基づく選抜は、中学校の臨時休業の実施状況

を踏まえ、出題範囲について配慮をする。
5. 学力検査に基づく選抜では、男女緩和をする。
6. 合格者の発表は、校内の掲示に加え、Ｗｅｂサイトにも

掲載する。
7. 入学手続きは、時差を設けて実施する。

入学者選抜 注意事項



① 推薦に基づく選抜
② 学力検査に基づく選抜

（第一次募集）

願書
受付

令和５年１月１２日(木)～
１月１８日（水）

※インターネットによる出願

令和４年２月１日(水)～
２月７日(火)

※インターネットによる出願

検査日
１月２６日(木)

※個人面接・小論文による選考
２月２１日(火)

合格
発表

２月 ２日(木) ３月 １日(水)

1. 令和５年度 入学者選抜日程



推薦は定員の２０％、学力は定員の８０％

学力は男女緩和を行う。

2. 令和５年度 募集人員

男 女 合計

募集定員 １２３ １１３ ２３６

推薦 ２４ ２２ ４６

学力 ８０ ７３ １５３

男女緩和 １９ １８ ３７



本校は「進学指導推進校」として、将来を見すえた確かな学力を伸ばすため、組織的な進路指導・学
習指導を実現し、理数教育・英語教育・国際理解教育・アクティブ・ラーニングの取組を充実させ、生
徒の進路希望の実現を目指しています。また学校行事や部活動をとおして本校の生徒であることを意識
させ、生徒同士がチームとなって文武両道を実践する学校を目指しています。さらに、人間とＡＩが共
存する時代に向けて５教科全てを学ぶ意義を生徒に自覚させ、その結果として難関大学の合格者を増や
していくことを目指しています。以上のことを踏まえ、本校の期待する生徒の姿を以下に示します。

 １ 新たな時代をたくましく生きるために、自ら考え行動し、その効果を振り返り改善を図る習慣を
もち続ける生徒

 ２ 学業との両立を前提に、学校行事や部活動に参画し、限られた時間の中で最大限の効果を発揮し
文武両道を実現する生徒

 ３ 文理を問わず、様々な分野に知的探究心をもち、将来科学技術等の分野で活躍できる生徒

 ４ 失敗を恥じることなく前向きに挑み続け、将来にわたって自ら学ぶ意欲を持続発展していく生徒

※特に推薦選抜においては、上記１から４の全てに該当する生徒が望ましい。

本校の期待する生徒の姿



調査書（500点）
 9教科の評定合計を500点に換算
（例）評定合計42点の場合･･･42×500／45 ＝
466.66

個人面接（200点）

小論文（300点）<参考 昨年の作文問題 次スライド>

3. 令和５年度 推薦に基づく選抜



茂木健一郎『考える力をつくるノート（強く生きるヒント９）』／

オードリー・タン『自由への手紙』より出題

設問
問一 傍線部①「最初のペンギン」と傍線部②「不確実な状況」とありますが、あなたは「不確実な
状況」を前にした「最初のペンギン」になるためには、どのようなことが必要だと考えますか。本文
の趣旨を踏まえて、240字以上300字以内で考えを述べなさい。なお、考えを述べるためには、次の
３点を踏まえること。

問二 傍線部「より多様性のある文化を実現する」ために、あなたは具体的にどのような行動が必要
だと考えますか。本文の趣旨を踏まえながら、320字以上400字以内で述べなさい。なお、考えを述
べるためには、次の３点を踏まえること。

【条件】①自分の考えの根拠として、自分の見聞や体験を述べること。

②原稿用紙の書き方すること。③段落構成についての指示。

〈参考〉令和４年度 小論文 問題



令和５年度 小論文 問題イメージ

文章 グラフ・図表

読解力・思考力・表現力



募集人員（男子２４名 女子２２名）に対する倍率

推薦に基づく選抜 倍率

年度
男子

応募人数
男子
倍率

女子
応募人数

女子
倍率

H31 41 1.71 44 2.00

R2 39 1.63 57 2.59

R3 52 2.17 65 2.95

R4 47名 1.96倍 67名 3.05倍



応募者全体の素内申の平均

〈参考〉推薦に基づく選抜 内申

年度 男子 女子 全体
H31 36.7 39.4 38.1
R2 36.4 39.4 38.2
R3 37.2 39.3 38.4

Ｒ4 36.8 39.3 38.3



学力検査 700点
 5教科（国語・数学・英語・社会・理科）

⇒500点満点を700点に換算

調査書 300点
 学力検査を実施する５教科 1倍

 学力検査を実施しない4教科 2倍
⇒65点満点を300点に換算

＋ ESAT－J（英語スピーキングテスト）20点

4. 令和５年度 学力検査に基づく選抜



学力検査に基づく選択の倍率 （ ）募集人数

学力検査に基づく選抜 倍率

年度
男子

応募人数
男子
倍率

女子
応募人数

女子
倍率

H31 152（ 99） 1.54 148（ 91） 1.63

R2 147（ 98） 1.50 164（ 92） 1.78

R3 155（ 99） 1.57 158（ 91） 1.74

R4 173名(99) 1.75倍 153名(91) 1.68倍



応募者全体の素内申の平均

〈参考〉学力検査に基づく選抜 内申

年度 男子 女子 全体
H31 33.6 37.1 35.4
R2 34.3 36.8 35.7
R3 34.0 37.6 35.9

Ｒ4 34.0 37.5 35.7



〈参考〉学力検査に基づく選抜 得点
応募者全体の得点平均

男子 国語 数学 英語 社会 理科 計
H31 79.2 76.5 77.9 70.2 84.5 388.2

R2 86.1 83.6 74.8 77.9 72.8 395.2

R3 80.1 70.9 75.1 74.3 67.2 367.7

R4 77.8 78.8 82.3 69.5 83.2 391.6
女子 国語 数学 英語 社会 理科 計
H31 82.4 74.0 77.7 68.0 81.2 383.4

R2 90.6 80.1 77.6 70.7 70.2 389.2

R3 83.8 67.5 77.6 71.7 65.4 365.9

R4 78.0 77.1 84.5 63.3 77.3 380.2



大 切 な お 知 ら せ
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